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宇宙開発戦略推進事務局

○ サービス開始（2018年11月）から約６年が経過。測位と災危情報メッセージに関わる多様なサービスを提供。

○ 現在の準天頂衛星システムは、「準天頂軌道（3機）」と「静止軌道（1機）」の4機体制で運用。

〇 2024年度から2025年度にかけて、順次準天頂衛星を３機打ち上げ予定。これにより、他国の測位衛星に頼らず、
準天頂衛星のみでの測位が可能（＝持続測位）となる7機体制を構築。

準天頂軌道衛星の直下軌跡

みちびきのサービス概要と７機体制の構築

CLAS精度(95%) 水平方向 高さ方向

静止 6cm 12cm

移動体 12cm 24cm

SLAS精度(95%) 水平方向 高さ方向

領域① 1.0ｍ 2.0ｍ

領域② 2.0ｍ 3.0ｍSLAS

CLAS

センチメータ級

サブメータ級 SLAS

CLAS MADOCA

信号認証

災危通報

準天頂衛星７機体制の軌跡（イメージ）
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＜PNT サービス＞

・Positioning（位置）

・Navigation（航法）

・Timing（時刻）

→ DX、スマートの基本

コ
レ
！

宇宙開発戦略推進事名務局
準天頂衛星システムが活用される地理空間情報社会（G空間社会）
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広域災害発生時における、みちびきを利用した洋上風力発電所の
点検事業 （エアロダインジャパン株式会社）

みちびきを活用した自律航行船・ドローン間協調制御の物流網への適用

（広島商船高等学校・株式会社エイトノット）

自律飛行ドローン自律航行船舶

高精度測位 x ドローン = 洋上風力発電のインフラ点検

高精度測位 x 船舶 x ドローン = 離島域の物流効率化

宇宙開発戦略推進事名務局これまでの海域に関わる実証等の取組事例

水上スポーツにおけるみちびきの活用
（N-Sports tracking Lab合同会社）

人工漁礁の築造システム
（東洋建設株式会社）

高精度測位 x スポーツ = 水上でのジオフェンシングの実現

高精度測位 x 船舶 = 海洋インフラ構築の効率化
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みちびきの高精度測位に関する最近の話題

⚫ 対応アンテナも400g～500gが中心の測量・計測用途の大
型な物が多かったが、小型・軽量（50g前後）・安価な物
が増えてきており、ドローンやUGVに搭載し易くなってきた。

⚫ 一般の人にも手の届く価格・利用できる技術の一つとして、
技術情報誌等にも掲載。

普及期の入口：受信機価格・サイズの低下 新サービス：高精度測位サービスの海洋・海外展開 

（※）Multi-GNSS Advanced Demonstration tool for Orbit and Clock Analysis
JAXAが開発した高精度測位を実現するための精密軌道・クロック推定ソフトウェア

宇宙開発戦略推進事名務局

⚫ ｃｍ級補強サービス（CLAS）は現在、国内向けのみ（国
内の電子基準点を利用するため）。2022年9月から、より広
い領域をカバーする補強情報（MADOCA-PPP）を試験配
信してきた。

⚫ 2024年度からアジア・オセアニア地域での実用サービスを開始。
今後、特に、東南アジア・豪州・オセアニアの諸島国、そして、
沿岸域を離れた洋上活動（海上事業者）の高精度測位
ツールとしての利活用に期待。

【CQ出版社】 トランジスタ技術
2024年2月号 「ｃｍ級GPS革命」

今月号（2024年7月）から4号連続でみちびきの企画
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No 実証実験名 提案企業名 分野 使用サービス

1
海外

インドネシア及びフィジーに於ける、信号認証サービスを
用いた「適正な漁業操業に対するエンドースメント」及び
MADOCA-PPPの測位精度検証と災危通報の利活用実証

オーシャンソリューション
テクノロジー株式会社

海洋
（管理漁業）

MADOCA –PPP
信号認証
災危通報（拡張）

2
みちびきを活用したドローン船による気象観測に関する
実証実験

国立研究開発法人 海洋
研究開発機構

海洋
（気象）

MADOCA –PPP

3
CLASとLiDAR･SLAMのハイブリット運用による
都市ガス供給エリアでのGNSS活用標準化に向けた実証

北海道ガス株式会社
インフラ管理/

G空間・LiDAR
CLAS

4 ごみ収集管理における「みちびき」活用実証
株式会社ニュージャパン
ナレッジ

インフラ/
運行情報

SLAS

5
海外

MADOCA-PPP対応みちびき海象ブイを活用した海外向
け漁業支援システム

日東製網株式会社
海洋

（海象・養殖）
MADOCA-PPP

2024年度のみちびき公募実証事業

○ みちびきの新たな活用を考えている企業を後押しする目的で、2018年度より実施。
2024年度で7期目。

〇 毎年、年度初めに募集開始し、夏前の書面・プレゼン審査を経て採択（上限1500万
円/委託調査形式） 。

〇今年度は5件を採択。

宇宙開発戦略推進事名務局
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国内での推進 海外での推進
■デジタル・スマート系の政府デジタル計画との連携 ■国際の場の活用（マルチ）

・我が国企業の技術を現地展開するため、みちびき利用の実証事業を活用する
展開国のカウンターパート機関及び我が国企業のマッチングを企画。

・現地での技術実証を促進し実証の成果や各サービスの有用性をICG（国連下
の会合）、MGA（Multi-GNSS Asia）やAPRSAF（Asia-Pacific Regional 
Space Agency Forum）等の国際会議の場で積極的にアピールし案件を形成。

■戦略的な資源投入（政府内の連携）

基盤の強化（人材、地域、起業）

海洋基本計画との連携

・デジタルライフライン全国総
合整備計画（アーリーハーベス
トプロジェクトとの制度面での
連携；ドローン分野）

「官民における測位データ利用の課題、推進方策の共有等を図るとともに、自動運
転を含め、農業、交通・物流、建設等、国民生活や経済活動の様々な分野における
実証事業に取り組み、先進的な利用モデルの創出を通じて、社会実装を更に加速」

地理空間情報活用推進基本計画における準天頂衛星システムの取り組み

みちびきを活用した、自律型無人探
査機（AUV）の水中測位精度向上

→ 衛星測位誤差の低減、
衛星信号の脆弱性対策

<MADOCA-PPP＞ <EWSS（メッセージ）>

29th APRSAF(2023) ICG-17(2023)

・実証3か国（タイ・フィジー・豪
州）を軸として展開。デモ6カ国（マ
レーシア・フィリピン・カンボジ
ア・インドネシア・ネパール・バン
グラデシュ）も、次期実証国を3か国
ほど選定し準備を進める。
→ 外務省、JICA、JETRO等と連携

デジタル田園国家都市構想国家戦略

■規制・制度への組込み（インフラ、モビリティ）
■利活用人材育成、みちびきコミュニティ

の形成 • 将来人材の育成（高専、大学等）
• 内閣府による各プログラム活用

（RPDチャレンジ、S-Booster）
• 地域のネットワーク（S-NET）
• 民間の宇宙ビジネス拠点の活用
• メディアとの連携によるPR・周知

（雑誌、新聞、ネット）

「衛星測位に関する取組方針 2024」 ～利活用の推進と基盤の強化～
宇宙開発戦略推進事名務局
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海洋での高精度測位・災危通報の利活用・連携イメージ

7

みちびき
（準天頂＋静止）

洋上インフラの
無人点検飛行

海上の定点位置や区画の設定
気象・海象の観測

③メッセージサービス
災害・危機管理通報

災危通報

海上プラットフォーム
との協調作業

①衛星測位サービス（GPS補完）
上空視界の限られた都市部や山間部で、捉
える衛星数増加による測位精度の向上

CLAS

②測位補強サービス（高精度測位）

（センチメートル 6～12cm）

（サブメートル ～1m）

（センチメートル ～30cm）

SLAS都市部での
測位向上

”津波警報”
“Jアラート“MADOCA-

PPP

沿岸

アジア・
大洋州

〇海洋は高精度測位を利用する上でベストな環境
・みちびきの測位サービスの実力を100%享受できる（＝オープンスカイ）

・陸域で必須の詳細な地理空間情報の整備負担が軽い・不要 （＝自動運航やドローンハイウェイの先行）

〇みちびきの効果
【海洋環境保全】 ランドマークが（少）ない海域での指定位置への無人での近接誘導や、区域設定・監視等が

可能 （情報インフラ）

【海洋産業振興】 海・陸をシームレスに同じ位置精度で統一的に扱える（物流サービスの統合・一体化）

【 海上安全等  】 海象や、海上の個々のヒトやモノの活動の見える化を容易に実現（スポーツ、人命救助等）

【自然災害対策】 気象庁等の防災情報を、海上でもリアルタイムに受け取ることができる（災害・危機通報）

みちびき
（準天頂＋静止）
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宇宙開発戦略推進事名務局
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